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令和８年度福井県献血推進計画 

 

１  計画の性格 

本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（昭和３１年

法律第１６０号。以下「法」という。）第１０条第５項の規定に基づき定める令和

８年度の福井県における献血の推進に関する計画であり、法第９条に規定す

る血液製剤の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方

針（平成３１年厚生労働省告示第４９号）および法第１０条第１項に規定する

国の令和８年度の献血の推進に関する計画に基づくものである。 

 

２ 令和８年度に献血により確保すべき血液の目標量 

福井県における採血および供給計画は、日本赤十字社東海北陸ブロック血

液センターにおいて東海北陸ブロック全体の「役割分担」として調整がなされる

ものである。令和８年度において、福井県に割り当てられた成分献血の種類は

血しょう成分献血のみであり、血小板成分献血は実施しない。なお、福井県に

おいて使用される血小板製剤については、日本赤十字社東海北陸ブロック血

液センター全体で確保され、福井県赤十字血液センターから各医療機関へ供

給される。 

令和８年度に必要と見込まれる輸血用血液製剤の量は、赤血球製剤

42,600 本※、血しょう製剤 7,600 本※および血小板製剤 55,000 本※である。ま

た、本県において確保されるべき原料血しょうの目標量は 8,955 リットルである。

（算定基礎：資料 1-1、1-2） 

※ 単位（本）：200mL 献血由来を１単位とした換算本数    
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東海北陸ブロック全体の調整の結果、令和８年度には全血採血により

7,715 リットルおよび血しょう成分採血により 4,401 リットルの計 12,116 リットル

の血液を献血により確保する。 

 

令和８年度血液確保目標量 

採 血 区 分 献 血 者 血 液 量 

200mＬ採血 543 人 109 Ｌ  
7,715 Ｌ 

400mＬ採血 19,016 人 7,606 Ｌ  

成分 血しょう 7,784 人 4,401 Ｌ      

合  計 27,343 人 12,116 Ｌ      
 

３ 目標量を確保するための取り組み 

（１） 献血に関する普及啓発活動の実施 

① 全国キャンペーンの実施 

県は、市町および採血事業者等の関係者と連携し、献血により得られた 

血液を原料とした血液製剤の国内自給の推進と、広く県民各層に献血に  

関する理解と協力を求めるため、全国キャンペーンの実施にあわせて、街頭

キャンペーンや各種広報手段を活用した広報啓発活動を実施する。 

・ 「愛の血液助け合い運動」 （７月） 

・ 「はたちの献血」キャンペーン （１月～２月） 

 

② 若年層の献血への理解を深めるための普及啓発 

県は、国、市町、採血事業者および学生ボランティア組織等と協力して、 

大学等における献血の推進を促すとともに、中高校生をはじめ若年層に対し

「血液・献血出前講座」や「卒業献血」等を行い、献血への理解と正しい知識

の普及啓発および献血未経験者に対する不安感や恐怖感などの軽減に取り
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組む。採血事業者は、「血液・献血出前講座」や「卒業献血」等をきっかけとし、

献血未経験者等に献血 web 会員サービス「ラブラッド」への入会を働きかける。 

県および採血事業者は、学生ボランティア組織等関係者の理解と協力を得

て、ソーシャルネットワークサービス(SNS)を活用し、献血や血液製剤に関する

理解と協力を呼びかける。 

 

（２） 献血者の受け入れ体制の整備 

① 献血者の利便性の向上 

県は、採血事業者と十分協議して、公共施設の提供等、献血者の受入れ

に協力する。 

② 複数回献血の推進 

県は、複数回成分献血者を確保するため、採血事業者と協力して成分  

献血推進事業を実施する。 

③ 献血 web 会員サービス「ラブラッド」への入会の促進 

採血事業者は、県と協力して、血液の在庫が不足した際に複数回献血者

の協力が速やかに得られるよう、献血者に対し献血 web 会員サービス「ラブラ

ッド」入会を促進し、登録された献血者に対し、献血の依頼、献血に関する情

報の提供等を実施する。 

 

（３） 福井県献血功労者に対する表彰 

県は、模範となる実績を示した団体および個人に対し知事感謝状の贈呈を

行い、献血運動の推進に積極的に協力する。 
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（４） 献血推進協議会等、血液関係会議の開催 

県は、年１回以上、福井県献血推進協議会を開催し、採血事業者および

血液事業に関わる民間組織等と連携して、福井県献血推進計画の策定を 

はじめ、血液事業の適正な運営を確保する。 

県は、市町の血液事業担当者および採血事業者と協議する会議を開催し、

献血推進のための施策の進ちょく状況について確認を行うとともに、必要に 

応じ、献血推進のための施策の見直しを行う。 

 

（５） 血液製剤使用適正化の推進 

県は、国が定めた血液製剤使用指針等の周知を図り、県内医療機関に 

おける血液製剤の使用適正化を推進する。 

 

４ 血液製剤の在庫不足時の的確な対応 

県は、赤血球製剤等の在庫が不足する場合または不足が予測される場合

には、国および採血事業者と連携して、供給に支障を及ぼす危険性を勘案し、

早急に所要の措置を講ずる。 

 

５  災害時等における献血血液の確保等 

県は、災害時において、市町や採血事業者等関係者と連携し、需要に  

見合った献血の確保を行う。 

採血事業者は、県等関係者と連携し、献血により得られた血液が円滑に 

現場に供給されるよう努める。 
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採血事業は、医療体制の維持に不可欠なものであることを踏まえ、採血事

業者は、新興・再興感染症のまん延下の状況であっても、医療需要に応じた

血液製剤の安定供給を図るため、安心・安全な献血環境の保持と献血者へ

の感染防止を図るとともに、様々な広報手段を用いて、献血への協力を呼び

かける。また、県は、採血事業者の取組を支援する。   



資料1-1
 

< 血液確保目標量 算定基礎 >
（単位：本）※1

①　県内医療機関における血液製剤の需要予測

（計画） 令和３年度 （計画） ４年度 （計画） ５年度 （計画） ６年度

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 (a)

赤血球製剤 40,400 40,709 40,200 40,285 40,000 41,132 40,000 43,199 41,000 42,280 42,600 (b)

血しょう製剤 7,700 7,012 7,300 8,453 7,300 8,820 7,700 7,608 8,100 7,626 7,600 (c)

血小板製剤 51,000 51,880 49,000 51,442 53,000 51,010 50,000 55,040 51,500 56,600 55,000 (d)

99,100 99,601 96,500 100,180 100,300 100,962 97,700 105,847 100,600 106,506 105,200 0

※1  200ｍL献血由来を 1単位とした換算本数

②　原料血漿確保目標量 ＊血漿は、H29年度から新方式（FFP120：1u、FFP240：2u、FFP480：4u）で計算

令和8年度 8,955L

< 令和8年度血液確保目標量 >

献血者 血液量※2 全血製剤 赤血球製剤血しょう製剤血小板製剤

543 人 109 L 0 528 60 0

19,016 人 7,606 L 0 21,036 3,530 0

血しょう 7,784 人 4,401 L 0 0 120 0

血小板  人  L 0 0 0 5,620

計 27,343 人 12,116 L (a)  0 本 (b)   本 (c)   本 (d)   本

採血区分
採血目標

8年度 (予測)

全血製剤

成
分
製
剤

合　計

血液製剤 供給計画  （単位：本）

７年度 (見込み)

200mL献血

400mL献血

成
分

※2  献血者数から血液量への換算方法　　　200mL由来：0.2L/人  400mL由来：0.4L/人  血しょう由来： 0.5654L/人

検
査
落
ち
・
期
限
切
れ
を
除
く



資料1-2

< 献血目標の推移 >  （献血者数および採血量）

献血者
      (人）

血液量
      (L)

献血者
      (人）

血液量
      (L)

献血者
      (人）

血液量
      (L)

献血者
      (人）

血液量
      (L)

献血者
      (人）

血液量
      (L)

630 126 580 116 480 96 442 88 543 109

19,770 7,908 19,170 7,668 18,840 7,536 18,785 7,514 19,016 7,606

血しょう 8,320 4,367 7,460 4,132 7,770 4,365 7,632 4,315 7,784 4,401

血小板 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28,720 12,401 27,210 11,916 27,090 11,997 26,859 11,917 27,343 12,116

< 献血実績 >  （献血者数および採血量）

献血者
      (人）

血液量
      (L)

献血者
      (人）

血液量
      (L)

献血者
      (人）

血液量
      (L)

献血者
      (人）

血液量
      (L)

768 154 801 160 916 183 965 193

19,834 7,934 19,324 7,730 18,764 7,506 18,866 7,546

血しょう 7,882 4,691 7,908 4,752 7,841 4,405 7,831 4,428

血小板 0 0 0 0 0 0 0 0

28,484 12,778 28,033 12,642 27,521 12,094 27,662 12,167

計

採血区分
４年度 目標 ５年度 目標 ６年度 目標 ７年度 目標 ８年度 目標

200mL献血

400mL献血

成
分

※血液量は端数処理しているた
め、内訳計と合計は必ずしも一致し
ません。

採血区分
４年度 実績 ５年度 実績 ６年度 実績 ７年度 実績（見込み）

200mL献血

400mL献血

成
分

計

－


